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決算説明資料

保土谷化学工業株式会社
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連　結 2013年度 2014年度 前年同期比

売 上 高 17,135 16,377 ▲757

営 業 利 益 60 42 ▲17

経 常 利 益 ▲ 98 ▲ 19 ＋79

当 期 利 益 ▲ 311 ▲ 69 ＋242

為替レート　　
$=98.65円
₩=0.0887円

$=103.60円
₩=0.1009円

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

2014年度 上期 業績概要 (連結)
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17,135

▲786

売上高(連結) 要因別内訳

+133

販売減少 為替

2013年度

16,377

2014年度

単位：百万円

▲105

価格下落
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決算概要

・売上高は、アグロ、機能性色素が減少したことにより、

７５７百万円の減収

・営業利益は、販管費が減少したものの、

売上高の減少をカバーできず、１７百万円の減益

・経常利益は、為替差益等により、７９百万円の増益

・当期純利益は、経常利益の増加や、法人税、

少数株主損益の減少等により、２４２百万円の増益

※事業の拡大に向け、保土谷（上海）貿易有限公司を

4月に設立し、8月より営業開始
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セグメント 事業 主要製品

機能性色素

有機EL材料 正孔輸送材料、電子輸送材料、発光材料

イメージング材料 トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、インクジェットプリンター用染料

色素材料 アルミ着色用染料、文具用染料、食品添加物、カラートリートメント用染料

機能性樹脂

樹脂材料 ウレタン原料、接着剤、剥離剤、硬化剤

建築材料 ウレタン系・セメント系の土木・建築用材料、工事

特殊化学品 ホスゲン誘導体、医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

基礎化学品 工業薬品 過酸化水素および誘導品、その他工業用基礎原料

アグロ

サイエンス
農薬等 除草剤、殺虫剤、植物成長調整剤、土壌改質材

その他 危険物物流、受託試験

主要製品
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セグメント 2013年度 2014年度 前年同期比

機 能 性 色 素 4,581 4,186 ▲394

機 能 性 樹 脂 6,001 5,989 ▲12

基 礎 化 学 品 3,382 3,394 ＋11

アグロサイエンス 2,290 1,744 ▲545

そ の 他 878 1,061 ＋183

合 計 17,135 16,377 ▲757

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

セグメント別 売上高
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セグメント 2013年度 2014年度 前年同期比

機 能 性 色 素 ▲ 506 ▲ 513 ▲7

機 能 性 樹 脂 169 181 ＋11

基 礎 化 学 品 94 63 ▲30

アグロサイエンス 100 49 ▲50

そ の 他 188 261 ＋73

合 計 60 42 ▲17

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

セグメント別 営業利益
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セグメント業績動向（機能性色素）
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イメージング材料
・プリンター向け材料の需要が引き続き低迷し、

減収。

色 素 材 料

・繊維染色用染料の事業売却による減少や、

食用色素の消費税増税駆け込み需要の

反動があったものの、文具並びに

カラーフィルター用染料の需要が伸び、

前年同期並み。

有 機 E L 材 料
・スマートフォン向け需要の減少、

および競争激化の中、減収
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セグメント業績動向（機能性樹脂）
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樹 脂 材 料

・剥離剤の需要が伸び、ウレタン原料も

国内外の需要が堅調であったものの、

一部の製品の事業撤退の影響で、減収

建 築 材 料

・ウレタン系材料販売で、大手顧客向けが

需要減により販売が減少したが、

防水工事では、大型物件が、継続して

獲得できたことで、前年同期並み。

特 殊 化 学 品

・樹脂関連分野が堅調であったことに加え、

医薬品・受託分野が大きく伸びたが、

一部の製品の事業売却の影響で、減収。
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セグメント業績動向（基礎化学品）
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過 酸 化 水 素

・主力の紙パルプ分野、および動物用医薬品の

需要が堅調に推移したことにより、

前年同期並み。（10月より値上げを発表）

・過炭酸ナトリウムは、需要が伸び悩み、減収。

工 業 薬 品 ・輸出向けが好調だったことにより、増収。
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セグメント業績動向（アグロサイエンス）
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アグロサイエンス

・一部の製品で輸出が好調だったが、

家庭園芸用除草剤で競争の激化、

在庫調整の影響があり、減収。
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